
 

       
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

令和５年度第13号 
令和５年10月30日発行 
富士東高校情報交換ひろば 

【１年生】探究を説得力のある報告にするための基本技術とは？（静岡県立大学教授 谷 晃 先生） 

１年生、２年生の「しののめ探究」近況です。まずは１年生。谷先生の講義から。 

 １ SDGsにかかわる研究事例 
２ 探究の基本技術（調査方法、根拠、発表の流れ） 
３ 現場を見ることの重要性 
４ SDGsの17の目標を見渡して研究を進める（ひとつの目標にとらわれすぎない） 

本校卒業生で、学生アドバイザーとしてサポートが予定されている

Ｍさんの研究事例「街路樹による大気浄化」が紹介されました！ 

憧れの静岡県立大学の教授にお話を聞

くことができて嬉しかった。街路樹を

活用して大気浄化をさせ、それを

SDGs に絡めて追究していくのが、と

ても自分には思いつかない発想で興味

深かった。SDGs のターゲットはすべ

てにおいて良いことのみかと思ってい

たが、例によってはデメリットがある

のに驚いた。（Ｉさん） 

自分が探究する中で得た情報を活用す

るのは簡単ですが、吟味することは難

しい。多面的に考えるということが最

も重要であり、二律背反が起こらない

ように気をつけることで、説得力のあ

るものが求められる。現場にいくこと

で過去の事例を見つけたり、探究の中

核になるものを知ることができたり

と、重要なことがわかる。（Ｓさん） 

探究の内容は決めたけど、そのテーマ

の中に特に何を注目して進めるべきか

がよくわからなかったので良かったで

す。自分が日頃から気になることを

SDGs と一緒に解決できるような策を

考えようと思います。また現場にいく

ことで身をもって問題を感じることが

でき、問題が自分のことのように思え

解決につながると思った。（Ｙさん） 

情報は多くのところから得ることがで

きるけど、人と話したりグループで話

し合いをすることで、自分の考えられ

なかった人に気づくことができるとわ

かったので、意識して情報を得ていき

たい。情報を多面的に見る事で、より

色々な状況を考えて伝えられる内容に

なるように、情報を分析していくこと

が大切だとわかった。（Ｗさん） 

探究をする際は、プラスの面、結果に

注目しがちなので、マイナスの面も考

えることも大切だと学びました。デー

タ収集もひとつではなく、複数のもの

を用意、またネットだけでなくいろい

ろな情報を得ることが解決方法をたく

さん考えられることにつながることを

知ることができたので、参考になりま

した。（Ｈさん） 

自分では思い浮かぶことができなかっ

た調査方法や探究の進め方がよくわか

りました。また「いろいろな視点立場

から物事を見る」「解決策は決して一つ

ではない」「自分が持っている情報は必

ずしも正しいというわけではない」と

いう、今まで気づくことができなかっ

たことに気づくことができ、とても楽

しかったです。（Ｉさん） 

研究をする時に見る資料をはじめから

信じてはいけないし、全体を見渡して

総合的に判断しなければいけないとい

う、研究において大切なことを知るこ

とができた。実際に現場にいくとよく

ないこともわかるから、自分の目で見

ることが大切だとわかった。一つの目

標を達成させようと思っても他の目標

に悪影響になるから難しい。（Ｙさん） 

レポートは一つの論文だけが正しいと

思い込まず、いくつかの情報を集めて

総合的に物事を見るようにしたいなと

思いました。そのためにはメリットと

デメリットを明確にし、新聞や先輩の

論文（学術研究）などを使って調査す

ることが大切。現場を見ることも大切

なので、実際に実験をしたりして良い

レポートを作りたい。（Ｙさん） 

【１年生】問いを立てる。問いを深める。仲間とやってみよう！ 

カードゲームを使い、楽しみながら「問う力」を鍛えました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１・２年生】学生アドバイザー８人が社会課題を語る！！！ 

体育館２階 体育館１階 

Ａ)日本の貧困問題について考える 
日本国内における貧富の格差や貧困率の高

さを示すことで、国内外における貧困問題に

ついて考えました。 

Ｅ) 2025 年問題、あなたはどうする？ 
日本では 2025 年に超高齢化社会に突入しま

す。このことが社会に大きく与える影響につ

いて考えてみました。 

Ｈ)気候変動とは？ 
気候変動とはどのようなものか。気温が上が

るとどうなるのか。その対策は何か。などに

ついて考えてみました。 

Ｂ)学力を決定するのは何か。 
学力は自分の努力によって決定する？学力

は何によって決まるのか、学力とは何か考え

てみました。 

Ｆ)もっと学校に来るのが楽しみになる
かもしれない教育の話 教育格差という

課題を解決するために行われている取組や

教育格差の解決策についてのお話でした。 

Ｃ)安心できる居場所って？  
普段友達や先生には言い出しにくい「家」に

ついてお話しします。家族をジェンダーの視

点から紐解きました。 

Ｇ) 「男らしい」「女らしい」ってなに？  
身の回りに数多く存在するジェンダーステ

レオタイプをなくすために何ができるのか

考えました。 

Ｄ)情報リテラシーとは？  
インターネット社会を正しく生き抜くため、

自分で考えて情報を取捨選択する方法や、必

要性についての講義でした。 

10月21日(土)の学校公開のメニューは「各教科の授業」＋「しののめ探究」＋「中学生 
向け授業体験」＋「校外活動トークセッション」＋「部活動見学」。200人以上の中学生及び保護者 
の皆様に御来校いただきました。このうち、「校外活動トークセッション」は第８号で紹介した２人による活動報告。
この紙面では、「県大生講座」の詳細と、生徒の振り返り（１年生…❶、２年生…➋）を紹介します。 

貧困が本当に深刻なも

のであり、２種類ある

なんて知らなくて新た

な発見ができた。❶ 

やっぱり大学生は外国

に行くなど経験してい

るので感覚が違う。➋ 

文化資本というものを

新しく学びました。❶ 

学力の決定要因に環境

が関係していると思わ

なかった。知らない分

野の話を聞くことで知

識が広がった。➋ 

いろいろなことが近年

のうちに起こることを

知りました。自分から

行動する力や新しい視

点から解決策を見つけ

ることが大切であると

学びました。❶ 

知識がないゆえに偏見

を持ってしまい、騙さ

れてしまう。世界はあ

まり良い状態ではない

ので、世界で協力して

良い環境づくりをして

いくことが大切だ。➋ 

大学では自分の興味の

あることについてとこ

とん学ぶことができる

ので、自分も今のうち

から見つけておきたい

と思った。先輩たちか

っこいい！❶ 

どの講座でも「ひとり

ひとり」という言葉が

関連していた。自分ご

ととして考えたり、身

近な問題を知ったりす

ることで、自分なりの

解決策を持ちたい。➋ 

大学生になるとこんな

にたくさんの視点から

見れるようになるのか

なと思った。➊ 

情報を鵜呑みにせず、

自分で主体的に読み解

く必要がある。➋ 

気候変動の内容が印象

に残りました。8000

円の炭素税を導入する

となると、家庭の暮ら

しがレジ袋の件と同じ

く変化するのではない

かと思いました。➊ 


